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診
療
報
酬
の
改
善
へ

和
嶋
氏「
知
る
こ
と
で
診
断
の
幅
広
が
る
」

９ 月 度
生涯研修

署
名
推
進
に
全
力

非
歯
原
性
歯
痛
の
診
断

子
ど
も
の
口
腔
崩
壊

実
態
調
査
求
め
る

非歯原性歯痛の診断方
法を解説する和嶋氏　
＝８日、Ｍ＆Ｄホール

　

臨
床
学
術
部
は
８
日
、

「
歯
痛
を
見
直
す
―
口
腔
顔

面
痛
の
診
査
・
診
断
の
基

本
」
を
テ
ー
マ
に
生
涯
研
修

講
座
を
開
い
た
。
和
嶋
浩
一

氏
（
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

歯
科
口
腔
外
科
非
常
勤
講

師
、
日
本
口
腔
顔
面
痛
学
会

元
理
事
長
）
を
講
師
に
68
人

が
参
加
し
た
。

　

和
嶋
氏
は
、
歯
原
性
歯
痛

と
誤
診
し
、
抜
髄
、
再
根
治

を
繰
り
返
し
抜
歯
に
至
る
ケ

ー
ス
を
示
し
、「
非
歯
原
性
歯

痛
の
認
知
度
は
ま
だ
ま
だ
低

い
。
知
る
こ
と
で
診
断
の
幅

が
広
が
る
」
と
強
調
し
た
。

　

非
歯
原
性
歯
痛
の
原
因
疾

患
と
し
て
和
嶋
氏
は
、
▽
筋

・
筋
膜
性
歯
痛
▽
神
経
障
害

性
歯
痛
▽
神
経
血
管
性
歯
痛

▽
上
顎
洞
性
歯
痛
▽
心
臓
性

歯
痛
▽
精
神
疾
患
な
ど
に
よ

る
歯
痛
▽
特
発
性
歯
痛
―
―

な
ど
を
紹
介
。「
非
歯
原
性

歯
痛
の
７
〜
８
割
は
筋
・
筋

膜
性
歯
痛
と
神
経
障
害
性
歯

痛
で
あ
る
」
と
解
説
し
た
。

　

和
嶋
氏
は
、
初
診
時
の
鑑

別
が
重
要
で
あ
る
と
し
、
歯

原
性
、
非
歯
原
性
の
鑑
別
法

と
非
歯
原
性
歯
痛
の
診
断
手

順
を
問
診
の
様
子
な
ど
を
示

　

協
会
は
７
日
、
第
６
回
理

事
会
を
開
き
、
次
期
診
療
報

酬
の
改
善
や
患
者
負
担
軽
減

の
た
め
の
活
動
を
討
議
、
決

定
し
た
。

　

安
倍
内
閣
は
、
10
月
か
ら

消
費
税
を
10
％
に
引
き
上
げ

る
一
方
、
▽
社
会
保
障
費
は

自
然
増
を
中
心
に
１
２
０
０

億
円
削
減
す
る
こ
と
▽
防
衛

費
を
過
去
最
高
の
５
兆
３
０

０
０
億
円
と
す
る
こ
と
―
―

を
閣
議
決
定
し
た
。
理
事
会

で
は
、
無
駄
遣
い
を
止
め
、

社
会
保
障
の
充
実
こ
そ
必
要

と
討
議
。「
保
険
で
よ
り
良
い

歯
科
」
署
名
の
目
標
３
万
筆

の
達
成
や
、
診
療
報
酬
改
善

を
求
め
る
会
員
署
名
に
全
力

を
挙
げ
る
こ
と
を
決
め
た
。

ま
た
、
大
阪
府
医
療
費
助
成

制
度
の
拡
充
や
妊
産
婦
助
成

制
度
の
創
設
を
求
め
る
会
員

署
名
に
も
取
り
組
む
。

　

大
阪
社
会
保
障
推
進
協
議

会
の
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
で

は
、
む
し
歯
が
10
本
以
上
あ

る
児
童
、
生
徒
の
把
握
に
取

り
組
む
自
治
体
が
増
え
て
い

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
学
校

歯
科
健
診
後
の
未
受
診
や
口

腔
崩
壊
の
子
ど
も
た
ち
を
無

く
す
取
り
組
み
を
更
に
進
め

る
こ
と
を
確
認
し
た
ほ
か
、

豪
雨
災
害
に
対
し
、
佐
賀
県

保
険
医
協
会
に
見
舞
金
を
送

る
こ
と
を
決
め
た
。

し
な
が
ら
解
説
。
筋
・
筋
膜

性
歯
痛
の
治
療
法
と
し
て
原

因
療
法
（
筋
肉
の
負
荷
軽

減
）、
対
症
療
法
（
ス
ト
レ

ッ
チ
）
な
ど
を
、
神
経
障
害

性
歯
痛
で
は
薬
物
療
法
な
ど

を
紹
介
し
た
。

 

（
東
住
吉
区
・
森
啓
）

　

協
会
が
学
校
歯
科
治
療
調

査
で
子
ど
も
の
口
腔
崩
壊
の

実
態
を
浮
き
彫
り
に
し
て
７

年
、
大
阪
で
は
府
内
市
町
村

の
４
割
が
口
腔
崩
壊
の
児
童

・
生
徒
の
実
数
を
調
べ
て
い

る
こ
と
が
判
明
し
た
（
大
阪

社
会
保
障
推
進
協
議
会
調

べ
）。
大
阪
府
や
各
市
町
村

に
実
態
調
査
を
要
望
す
る
な

か
、
事
態
を
深
刻
に
受
け
止

め
た
市
町
村
が
口
腔
崩
壊
の

実
態
把
握
に
動
き
出
し
て
い

る
。

　

一
方
、
大
阪
府
は
い
ま
だ

に
調
査
を
拒
否
し
て
い
る
。

２
０
１
８
年
度
の
大
阪
府
交

渉
で
は
、「
必
要
な
治
療
を

受
け
る
よ
う
学
校
に
お
い
て

指
示
し
て
い
る
」
と
回
答
。

学
校
任
せ
の
姿
勢
に
終
始
し

て
い
る
。

　

協
会
の
調
査
で
は
、
小
学

校
の
２
校
に
１
校
の
割
合
で

口
腔
崩
壊
の
児
童
が
存
在
し

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
て
い
る
（
グ
ラ
フ
）。
12

年
の
調
査
開
始
以
来
、
そ
の

割
合
に
大
き
な
変
動
は
な

く
、
対
策
が
放
置
さ
れ
て
い

る
の
が
実
情
だ
。

　

協
会
は
実
態
調
査
と
と
も

に
児
童
・
生
徒
が
確
実
に
治

療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
市
町

村
教
育
委
員
会
や
学
校
へ
の

援
助
を
求
め
る
。 （
つ
づ
く
）

保
険
で
良
い
歯
科

　

２
０
２
０
年
診
療
報
酬

改
定
ま
で
半
年
余
り
と
な

っ
た
。
協
会
が
取
り
組
ん

で
い
る
、
技
術
料
の
引
き

上
げ
な
ど
を
求
め
る
「
会

員
署
名
」
と
窓
口
負
担
の

引
き
下
げ
や
保
険
収
載
の

拡
大
を
求
め
る
「
患
者
署

名
」
に
医
療
者
・
患
者
の

願
い
を
結
集
し
、
力
を
合

わ
せ
て
「
保
険
で
良
い
歯

科
医
療
を
」
の
世
論
を
広

げ
る
こ
と
が
重
要
だ
。

　

報
酬
改
定
で
は
歯
科
技

術
料
の
引
き
上
げ
が
不
可

欠
だ
。
日
本
歯
科
医
学
会

が
２
０
１
６
年
に
実
施
し

た
タ
イ
ム
ス
タ
デ
ィ
調
査

で
は
、
調
査
し
た
７
７
５

項
目
の
う
ち
67
・
２
％
が

評
価
の
低
い
カ
テ
ゴ
リ
ー

に
分
類
さ
れ
て
い
た
。

　

低
評
価
の
背
景
に
は
、

歯
科
医
院
経
営
を
保
険
診

療
だ
け
で
な
く
自
費
診
療

も
含
め
採
算
が
採
れ
れ
ば

よ
い
と
す
る
厚
労
省
の

「
ト
ー
タ
ル
バ
ラ
ン
ス

論
」
が
あ
る
。
そ
の
下

で
、
長
年
に
わ
た
っ
て
技

術
料
を
据
え
置
き
、
新
規

技
術
や
材
料
の
保
険
導
入

歯
科
医
療
費
低
迷
の
活
路

を
求
め
る
幻
想
が
い
ま
だ

に
残
っ
て
い
る
。
厚
労
省

が
２
０
１
９
年
に
実
施
し

た
「
選
定
療
養
と
し
て
導

入
す
べ
き
事
例
等
」
に
関

す
る
パ
ブ
コ
メ
に
は
、
歯

　

混
合
診
療
が
「
患
者
の

選
択
肢
」
を
増
や
し
、
歯

科
医
院
の
経
営
改
善
に
も

つ
な
が
る
と
す
る
考
え
は

破
綻
し
て
い
る
。
歯
科
で

は
１
９
７
６
年
ま
で
20
年

以
上
、
金
合
金
や
白
金
加

体
に
占
め
る
割
合
は
13
％

か
ら
８
・
６
％
に
低
下
し

た
ば
か
り
か
、
患
者
か
ら

は
、「
高
す
ぎ
る
歯
科
治

療
費
」「
悪
徳
歯
科
医
」

な
ど
と
歯
科
医
へ
の
批
判

が
噴
出
し
た
。

　

混
合
診
療
の
拡
大
に
未

来
は
な
い
。
▽
技
術
料
を

引
き
上
げ
る
▽
新
規
治
療

技
術
や
材
料
を
適
正
な
評

価
で
保
険
導
入
さ
せ
る
▽

窓
口
負
担
を
引
き
下
げ
る

―
「
保
険
で
良
い
歯
科
」

の
充
実
こ
そ
が
、
歯
科
医

院
経
営
を
守
り
な
が
ら
、

国
民
の
歯
科
医
療
要
求
に

応
え
る
道
で
あ
る
。

科
関
係
者
か
ら
の
声
が
半

数
以
上
を
占
め
、「
セ
ラ

ミ
ッ
ク
ク
ラ
ウ
ン
」
や

「
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
」、「
メ

タ
ル
フ
リ
ー
の
補
綴
物
」

を
求
め
る
声
が
少
な
く
な

か
っ
た
。

金
、
金
属
床
等
を
使
用
し

た
歯
冠
修
復
、
欠
損
補
綴

な
ど
様
々
な
治
療
で
「
差

額
徴
収
」
と
い
う
混
合
診

療
が
認
め
ら
れ
て
き
た
。

こ
の
時
期
、
歯
科
の
保
険

医
療
費
が
国
民
医
療
費
全

を
抑
え
込
ん
で
き
た
。
厚

労
省
が
歯
科
医
療
者
と
患

者
に
負
担
を
押
し
付
け
て

き
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
中
で
、
歯
科
界
に

は
「
混
合
診
療
（
保
険
外

併
用
療
養
費
制
度
）」
に

歯
科
医
と
国
民
が
力
あ
わ
せ
て

【
機
材
名
】
体
組
成
計
イ
ン

ボ
デ
ィ
４
７
０

【
条
件
等
】
定
価
１
２
５
万

円
を
半
額
の
60
万
円
で

【
そ
の
他
】
平
成
30
年
４
月

購
入
。
ほ
と
ん
ど
使
用
し
て

い
ま
せ
ん
。
新
品
同
様
で

す
。
取
り
に
来
て
い
た
だ
け

る
方
希
望

【
連
絡
先
】
協
会
新
聞
部

（
06
‐
６
５
６
８
‐
７
７
３

１
）

大
阪
府

２
０
１
９交渉①

いない
52.4％
いない
52.4％

いる
47.6％
いる
47.6％

口腔崩壊の子どもがいる
学校の割合（小学校）　

譲
り
ま
す

　未承認薬や未承認治療法による治療は広告できない。広告
できるのは保険診療で可能なものや「医薬品医療機器等法」
で承認された医薬品による治療等に限られている。（※）

※ 厚労省が示す諸要件を満たせば、例外的に広告が
可能となる場合もある（限定解除）。限定解除の
要件の詳細については大阪府や府内保健所で相談
に応じている。

違
反
例
②　

治
療
前
後
の
イ
ラ
ス
ト
・
写
真

違
反
例
③　

未
承
認
医
薬
品
・
治
療
法
の
内
容

医
療
広
告
規
制

な
る
ほ
ど！

３

加齢による黄ばみもホワイトニングでこんなに白く

治療方針について　　　　　　　　　　　　　　　　　

当院では日本で未承認ながらも
欧米で効果を上げている治療効
果の高い薬剤や治療法を積極的
に採用しています

安心安全安価で真っ白な歯を実現！
施術後も飲食は自由です

施術前

➡

施術後

　治療効果は患者個々の年齢や健康状態によって変化するため、治療前
や後のイラスト・写真は基本的に広告できない。ただし、ウェブサイト
では、治療内容、費用、リスク、副作用、問い合わせ先など詳細な説明
が併記されている場合に限り、掲載が認められている。
　下の例は、説明が不十分なため違反となる。矯正治療やインプラント
治療の術前術後の状態について、写真やイラストでイメージを喚起する
ような画像を掲載している場合は注意が必要。

第６回
理事会


